
 
 

 
 

 

第
一
学
期
の
終
わ
り
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校
長 

富
田
真
樹 

満
開
か
ら
散
り
初
め
の
あ
た
り
で
新
入
生
を
迎
え
た
校

舎
の
前
の
桜
の
木
は
、
今
、
昼
は
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ
、
夕
方

は
ヒ
グ
ラ
シ
に
そ
の
幹
や
枝
を
与
え
て
い
ま
す
。 

季
節
が
巡
り
、
間
も
な
く
梅
雨
も
明
け
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
一
学
期
の
授
業
日
数
は
六
十
九
日
（
一
年
生

は
六
十
八
日
）
で
し
た
。
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
過
ぎ

て
し
ま
う
と
あ
っ
と
い
う
間
の
日
々
で
す
が
、
こ
の
一
学

期
の
間
に
、
子
ど
も
た
ち
は
確
実
に
成
長
し
ま
し
た
。 

毎
朝
、
職
員
室
に
健
康
観
察
簿
を
取
り
に
来
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
一
年
生
の
二
人
の
女
の
子
が
い
ま
す
。
係
活

動
の
一
つ
と
し
て
こ
の
一
学
期
間
ず
っ
と
そ
れ
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
当
初
か
ら
元
気
の
よ
い
大
き
な
声
で
「
失
礼

し
ま
す
。
健
康
観
察
（
簿
？
）

を
取
り
に
来
ま
し
た
。
」
と
言

っ
て
、
部
屋
に
入
っ
て
く
る
姿
に
感
心
し
た
も
の
で
す
が
、

そ
れ
は
初
々
し
さ
の
あ
る
可
愛
ら
し
い
様
子
で
し
た
。
そ

れ
が
今
は
、
観
察
簿
を
教
室
に
持
ち
帰
る
と
き
の
廊
下
を

歩
く
姿
に
、
何
と
も
言
い
難
い
自
信
、
誇
り
の
よ
う
な
も

の
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
私
の
鈍

い
直
感
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
成
長
を
感
じ
る
一

シ
ー
ン
と
し
て
見
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

島
根
県
の
学
力
調
査
の
結
果
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
学
年

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
の
面
が
あ
り
、
克
服
し
な
い
と
い
け

な
い
と
こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
七
月
末
か
ら
の
家
庭 

訪
問
の
折
に
個
人
帳
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

四
月
末
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
急
速
に
世
界
中
に
広
が
り
、
島
根
県
で
も
感
染
が

認
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
症
状
が
軽
い
た
め
大

き
な
混
乱
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。
今
後 

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
再
び
蔓
延
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す

し
、
強
毒
性
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
す
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
今
年
度
は
引
き
続
き
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
対
し
て
十
分
な
警
戒
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
月
初
め
に
は
出
雲
市
に
お
い
て
中
学
生
に
よ

る
大
変
な
事
件
が
起
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
、
関
係
の
方
々
の
心
痛
は
い
か
ば
か
り
か
と
思

い
ま
す
。
改
め
て
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
こ

と
の
難
し
さ
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
受
け
止
め
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
た
出
来
事
で
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
様
、
後
援
会
様
に
は
大
き
な
大
き
な
課
題
に
真

向
か
ら
お
取
組
み
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
の

皆
様
方
の
熱
い
ご
意
志
、
ご
尽
力
に
深
甚
な
る
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
ご
支
援
の
お

蔭
で
、
こ
の
一
学
期
が
無
事
に
終
え
ら
れ
ま
す
こ
と
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 こ

れ
か
ら
始
ま
る
夏
休
み
は
、
一
学
期
間
頑
張
っ
て
き

た
子
ど
も
た
ち
へ
の
ご
褒
美
で
も
あ
り
ま
す
。
授
業
日
数

の
確
保
の
た
め
に
、
二
学
期
の
始
ま
り
を
早
く
し
ま
し
た

が
、
各
ご
家
庭
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
夏
休
み
が
お
子
様

に
と
っ
て
有
意
義
で
思
い
出
深
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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ま
し
み
ず 

 

 今年も５年生は、佐藤忠正様の水田で田植え体験をさせていただきまし

た。秋には、刈り取り体験、冬にはとれたもち米での餅つき体験も予定さ

れています。また、わかば、やまびこ学級は多根地区、松笠地区で貴重な

体験学習をさせていただきました。 

 

 ６年生は６月１１日（木）に尾原ダムの近

くで行われた「どんぐりの森づくり活動」の

一環の植樹祭に参加しました。 

 今年から、植樹祭参加は６年生、竹ポット

づくりは５年生が行うことにしました。 

 ここでも地域の皆様にいろいろとお世話に

なっています。 
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七
月
十
六
日
、
多
根
尋
常
小
学
校
の
生

徒
さ
ん
十
名
の
方
は
、
本
校
の
音
楽
室
で 

 

旧
多
根
小
学
校
で
平
成
十
三
年
か
ら
四
年

間
校
長
先
生
を
さ
れ
て
い
た
篠
原
健
二
先

生
の
講
義
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
同
行
さ
れ
た
多
根
尋
常
小
学
校

の
石
飛
安
弘
校
長
先
生
、
白
築
公
民
館
長

様
、
落
部
主
事
様
も
一
緒
に
な
ら
れ
て
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
で
三
、
四
年
生
と
の
交
流
給
食

の
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上のような感想画がたくさんありました。聞いている子

どもたちの脳裏に、このような映像が浮かんでいた証左で

す。感想画を描いた子どもたちの表現も素晴らしいです

が、そのような情景がリアルに想像できた朗読劇がいかに

素晴らしかったかということでもありましょう。 

わ
く
わ
く
お
話
隊 

夏
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン 

「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
」 

 

水
泳
指
導 

「
め
だ
か
学
級
」 

 

 

七
月
十
日(

金)
に
、
今
年
度
第
一
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ

ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
」
は
、
神
話
「
八
岐
大
蛇
」
を
お
話
隊
の
代
表
で

あ
る
小
川
真
里
さ
ん
が
朗
読
劇
風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

た
も
の
で
す
。 

 

迫
力
の
あ
る
朗
読
に
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
、
太
鼓
な
ど

の
効
果
音
が
加
わ
っ
た
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
子
ど

も
た
ち
は
圧
倒
さ
れ
、
神
話
の
世
界
に
浸
り
切
り
ま
し

た
。
教
室
に
帰
っ
た
一
年
生
が
書
い
た
感
想
に
は
、

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
左
下
横
書
き
に
続
く
） 

  

 

 

 ７月６日(月)、雲南市水泳指導

教室の３名の指導者の方に来てい

ただきました。１年、２年、４年

のｖｃｆｗ児童が指導を受けまし

た。正味は３５分間ぐらいの短い

時間で 

したが、だるま浮き、けのび、面かぶりクロ

ールや息継ぎなど、３グループに分かれて、

いろいろ教わりました。 

 指導に来てくださったのは、三刀屋町にお

住まいの加藤様、星野様、宮崎様です。 

 

 

 多根尋常小学校の「めだか学級」

は、篠原元校長先生が多根小学校に

ご在職のころに開校した、多根公民

館事業の一つです。生涯学習を熱心

にしていらっしゃいます。 

お
こ
と
わ
り 

前
号
で
、
切
り
絵
教
室
の
講
師
と
し
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
陶
山
様
の
お
名
前
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
陶
山
広
之
」
様
で
す
。
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 
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六
月
二
十
五
日
（
木
）
に
ア
ス
パ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
、
四
年
生
三
十

五
名
が
参
加
し
、
合
奏
「
ペ
コ
リ
ナ
イ
ト
」

と
合
唱
「
ぼ
く
の
応
援
歌
」
を
発
表
し
ま
し

た
。 

                    

迫
力
の
あ
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
合
奏
は
、
間

奏
部
分
で
ダ
ン
ス
が
入
っ
た
り
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
「W

e
 a

re
 K

a
k

e
sh

o

」

な
ど
の
掛
け
声
が
入
っ
た
り
と
、
心
が
躍

り
、
体
が
自
然
に
リ
ズ
ム
を
刻
む
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。
ま
た
、
合
唱
も
高

音
部
で
は
頭
声
の
澄
ん
だ
声
が
響
き
、
元 

 
 

 

伝
統
の
掛
合
太
鼓
は
、
五
年
生
と
六
年

生
が
取
り
組
み
ま
す
。
昨
年
は
統
合
一
年

目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
地
区
で
の
催

し
に
参
加
す
る
の
は
、
そ
の
地
区
の
児
童

と
い
う
原
則
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
そ
れ
を
撤
廃
し
ま
し
た
。
掛

合
太
鼓
は
掛
合
町
全
体
の
も
の
で
あ
り
、

地
区
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い

う
考
え
方
で
す
。
今
後
、
各
地
区
で
行
わ

れ
る
催
し
に
掛
合
太
鼓
の
発
表
の
場
が

あ
れ
ば
、
五
、
六
年
生
全
員
が
参
加
し
て

披
露
し
ま
す
。
八
月
二
十
日
の
か
け
や
え

び
す
祭
り
が
今
年
度
最
初
の
演
奏
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
掛
合
太
鼓

保
存
会
の
松
下
様
は
じ
め
メ
ン
バ
ー
の

皆
様
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

   

七
月
三
日
（
金
）
の
「
ほ
ほ
え
み
タ
イ
ム

（
読
み
聞
か
せ
の
時
間
）」
に
は
、
一
年
か

ら
六
年
ま
で
の
全
部
の
教
室
に
三
刀
屋
高

校
掛
合
分
校
の
生
徒
さ
ん
が
来
て
、
読
み
聞

か
せ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
昼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

休
み
の
時
間 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

は
、
ち
ょ
う
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
校
の
掃
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
時
間
と
重 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
っ
て
い
ま 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

す
。
左
の
写 

真
は
、
窓
の 

外
に
小
学
生 

の
語
り
か
け 

に
応
じ
て
く

れ
て
い
る
高
校
生
さ
ん
が
見
え
た
の
で
、
出

か
け
て
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
実
際
は
も
っ

と
自
然
な
感
じ
で
し
た
が
…
…
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

気
の
よ
い
四
年
生
ら
し
い
発
表
で
し

た
。 

 

雲
南
市
小
学
校
連
合
音
楽
会 

 
 

（
三
刀
屋
・
吉
田
・
掛
合
地
区
） 

 

 

 

掛
合
太
鼓 

 

校
内
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

 体育委員会が計画して、色別対抗で行われました。子

どもの遊びや運動の時間を生み出すために、今年から水

曜日は掃除をやめて長い昼休みにしています。１年生か

ら６年生までが同じコートに入ってプレーしました。 

 先ずは基本。脚の開き、腰の向き、背筋の伸び、ばちの

持ち方などに繰り返しの指導が入ります。 

 

 

掛
合
分
校
の
生
徒
さ
ん
と 

 

 

保育所、小学校、中学校、高校の４校連

携では、今年の夏休みも「あいさつ」と「ア

ウトメディア」の２点で共通の目標を立て

ています。 
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七
月
の
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組

む
強
調
月
間
の
一
環
と
し
て
、
掛
合
地
区
保

護
司
の
落
合
様
、
山
中
様
、
永
瀬
様
が
ご
来

校
に
な
り
、
全
校
児
童
に
ノ
ー
ト
、
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム
の
セ
ッ
ト
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

                 

ま
た
、
松
笠
の
藤
飛
昭
憲
様
か
ら
は
、
手

作
り
竹
ほ
う
き
を
十
数
本
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

    

ク
ラ
ブ
活
動
は
隔
週
で
四
年
生
以
上
が

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
実
験
ク
ラ
ブ
に
は
、

今
学
期
三
名
の
方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 

（
写
真
下
段
左
→
） 

 

天
根
谷
雄
様
、
山
中
洋
美
様
、
神
田
み

ゆ
き
様
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                    

六
月
二
十
三
日
（
火
）
の
学
習
公
開
の

折
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
体
育
部
の
事
業
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

☆ 

地
区
懇
談
会
を
終
え
て 

 

七
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
三
夜
連
続

で
、
波
多
・
入
間
地
区
、
掛
合
地
区
、
多
根
・

松
笠
地
区
の
延
べ
五
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
さ
れ
た
こ
と
が
ら
や
、
学
校
と
し

て
確
認
し
た
事
項
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

 
御
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

 

 

心
肺
蘇
生
法
講
習
会  

 環境のことを考えた鉛筆など、人にやさしい

文具セットになっています。早速、子どもたち

に渡しました。 

校舎前の駐車場を、いただいた竹ほうきで掃除しています。 

地
域
の
講
師
の
方
を
招
い
て 

 

 

 当日は雲南消防署から訓練資材を

持参して署員の方にきていただきま

した。保護者の方の中にも署員の方が

おられ、非番で参加されたお父さんも

アシスタントとして活躍されました。 

 「環境」をテーマとした内容に、子どもたち

も真剣そのものです。 

・ 入間小学校相撲場柱腐食により、立入禁止。閉校した各小学校の遊具の安全に注意する。 

・ 言葉づかいは、家庭でもよくない。学校、家庭、地域一体となった指導が必要。呼び捨てを

しないように、保育所など関係機関とも連携していく必要がある。 

・ 筆箱の種類について特に規定はないが、鉛筆が必要数きちんと入り、折れないようにしておく。 

・ 午前中練習に参加する SB 利用児童のうち、プール利用のため午後も残る児童数の確認の仕方。 

・ 自転車に乗れる範囲は、１～３年は家の周り。４～６年は旧小学校区内。 

・ 午前中部活動後、プール開放までは図書室で過ごすことができる。 

・ 体力が落ちている。落ちないような対応を考えていかないといけない。 

・ 夏休みのめあてを学級ごとにたて、取組む。 

・ 波多、入間プール便の到着がぎりぎりなので、他地区の子どもは先に入水準備をしておいて

ほしい。             ※ スクールバス補助席にシートベルトを設置すべき。 
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